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田

賢

司

一
、
は
じ
め
に

享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
正
月
盧
に
大
坂
道
頓
堀
の
豊
竹
座
で
上
演
さ
れ
た
紀
海
音
の
浄
瑠
璃
『
鎌
倉
三
代
記
』
は
彼
の
代
表
的
作
品
と

し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
彼
の
浄
瑠
璃
作
品
の
中
で
も
最
も
興
行
的
に
成
功
し
流
行
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
流
行
の
様
子
は
享
保
十
二
年
刊
の
西
沢
一
風
『
今
昔
操
年
代
記
』
に

く
せ
ん

う
け

御
取
立
に
よ
つ
て
上
野
少
掾
藤
原
重
勝
と
口
宣
を
請
つ
ぎ
。
其
明
鎌
倉
三
代
記
と
い
へ
る
浄
る
り
。
是
迄
の
大
あ
た
り
。
大
黒
舞
の
ふ
し
こ
と
我
も

お
ほ
く

そ
れ

�
�
と
け
い
こ
す
る
も
の
多
。
夫
よ
り
の
か
ハ
り

さ
の
ミ
あ
た
り
と
い
ふ
事
な
し
盪

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

祐
田
善
雄
氏
は
『
鎌
倉
三
代
記
』
の
作
品
自
体
を
高
く
評
価
さ
れ
、「
こ
の
中
に
彼
の
独
創
期
に
於
け
る
執
筆
方
針
を
十
分
に
示
し
て
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居
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
彼
が
従
来
の
陋
習
を
脱
し
て
精
魂
籠
め
て
作
つ
た
ゞ
け
に
反
響
も
大
き
か
つ
た
」「
海
音
の
作
品
中
画
期
的
な

意
義
を
持
つ
も
の
で
、
そ
れ
だ
け
熱
と
力
の
籠
つ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
流
行
に
関
し
て
も
「
上
野
少
掾
受
領
に
伴
ふ
興

行
政
策
も
考
へ
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
海
音
の
筆
力
も
大
に
買
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
蘯
。

本
稿
で
は
『
鎌
倉
三
代
記
』
に
お
け
る
「
海
音
の
筆
力
」、
特
に
そ
の
構
想
と
趣
向
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
と
思
う
が
、
そ

の
根
底
に
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
刊
の
浪
速
散
人
一
楽
『
竹
豊
故
事
』
の
海
音
に
対
す
る
評
価
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

は
く
が
く
せ
き
さ
い

『
竹
豊
故
事
』
で
は
、
近
松
門
左
衛
門
が
浄
瑠
璃
作
者
を
生
業
と
し
た
先
駆
者
で
あ
っ
た
こ
と
、「
博
学
碩
才
」盻
で
あ
っ
た
こ
と
、「
当

さ
つ

せ

わ

よ
く
の
ミ
こ
ミ

ご
ん
め
う
ふ

し

ぎ

つ
ゞ

世
の
人
気
を
察
し
、
世
間
の
世
話
を
能
呑
込
て
」
浄
瑠
璃
を
作
り
「
其
文
句
言
妙
不
思
議
を
綴
」
っ
た
こ
と
を
評
価
し
、
宝
暦
ま
で
に
活

躍
し
た
浄
瑠
璃
作
者
の
中
で
も
近
松
は
い
わ
ば
別
格
と
し
て
扱
っ
て
い
る
向
き
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
海
音
を
含
む
他
の
作
者
は

き
り
や
う

あ
や
ま

こ
じ
つ

さ
う
い

ゆ
う
し
よ
く

た
が

く
る
し
き

ひ
つ
き
や
う

元
来
近
松
程
の
器
量
無
故
か
、
古
語
の
取
誤
り
・
古
実
の
相
違
・
有
職
の
違
ひ
等
間
�
有
て
見
聞
苦
敷
品
も
多
け
れ
ば
、
畢
竟
ハ
狂
言
綺
語
成
と
了

簡
せ
ね
ハ
な
ら
ず

は
く
が
く
せ
き
さ
い

と
「
博
学
碩
才
」
で
な
か
っ
た
こ
と
を
批
難
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は

き
て
ん
は
つ
め
い

を
と

け

う

し
い

機
転
発
明
の
作
意
劣
ら
ぬ
所
も
有
、
又
ハ
希
有
の
趣
向
等
も
出
さ
る
ゝ
故
大
当
り
を
取
ら
る
ゝ
段
、
是
又
何
れ
も
達
人
と
云
ハ
ん
に
強
て
難
有
る
べ

か
ら
す

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
祐
田
善
雄
氏
は
海
音
の
作
品
傾
向
を
三
時
代
、
す
な
わ
ち
「
先
人
の
構
想
を
擬
し
た
り
、
評
判
の
よ
か
つ
た
先
行
、
同
行
音
芸

『
鎌
倉
三
代
記
』
の
構
想
と
趣
向

二
二



の
声
名
と
文
想
に
依
拠
」
し
た
摸
倣
翻
案
時
代
、「
同
じ
摸
倣
翻
案
と
言
つ
て
も
、
一
度
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
消
化
し
て
、
海
音
の
息

の
か
ゝ
つ
た
姿
に
変
へ
、
こ
れ
を
根
柢
に
新
し
く
創
作
し
よ
う
と
す
る
態
度
」
が
認
め
ら
れ
る
飛
躍
準
備
時
代
、
さ
ら
に
「
技
巧
的
手
段

に
よ
る
構
想
の
変
化
を
以
て
、
義
理
を
中
心
に
場
面
の
展
開
を
試
み
よ
う
と
し
た
」
独
創
時
代
に
区
分
さ
れ
た
が
、
祐
田
氏
の
根
底
に
も

『
竹
豊
故
事
』
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
祐
田
氏
は
「
此
の
期
（
独
創
時
代
、
引
用
者
注
）
に
入
つ
て
真
の
海
音
の
技
倆
が

発
揮
出
来
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
こ
の
独
創
期
を
中
心
に
彼
の
芸
術
観
を
研
究
す
る
事
が
海
音
の
玉
成
し
た
真
の
姿
に
近
い
の
で
あ
つ

て
、
彼
の
思
想
的
内
容
が
変
化
し
た
究
極
の
到
達
点
を
根
柢
と
し
て
彼
の
芸
術
観
を
樹
立
す
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
も
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

右
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
本
稿
で
は
独
創
時
代
の
出
発
点
と
し
て
意
義
が
認
め
ら
れ
て
い
る
『
鎌
倉
三
代
記
』
に
お
け
る
海
音
の
作
劇

手
法
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二
、『
鎌
倉
三
代
記
』
と
柳
沢
騒
動

『
鎌
倉
三
代
記
』
は
、
鎌
倉
幕
府
初
期
の
御
家
人
で
二
代
将
軍
頼
家
の
岳
父
で
も
あ
る
比
企
能
員
が
北
条
氏
討
伐
を
企
て
逆
に
殺
さ
れ

た
事
件
、
い
わ
ゆ
る
「
比
企
氏
の
乱
」
を
題
材
と
し
て
い
る
。

正
治
元
（
一
一
九
九
）
年
正
月
、
源
頼
朝
の
長
男
頼
家
が
跡
を
継
い
で
将
軍
と
な
っ
た
が
、
専
恣
な
行
動
が
多
か
っ
た
た
め
に
宿
老
た

ち
に
よ
る
合
議
制
が
始
め
ら
れ
た
。
頼
家
の
乳
母
の
夫
で
あ
る
比
企
能
員
は
頼
朝
の
側
近
と
し
て
信
任
が
厚
く
、
上
野
信
濃
の
守
護
を
勤

め
た
。
娘
の
若
狭
の
局
が
頼
家
に
嫁
し
て
一
幡
を
産
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
外
戚
と
し
て
、
ま
た
、
頼
家
の
側
近
に
子
息
ら
を
送
り
込

み
、
頼
朝
没
後
に
そ
の
権
勢
は
北
条
氏
を
凌
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
比
企
氏
の
台
頭
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
北
条
時
政
は
、
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
八
月
、
頼
家
が
危
篤
に
な
る
と
、
関
東
二
十
八
カ
国
の
地
頭
職
と
日
本
国
総
守
護
職
を
頼
家
の
子
一
幡
に
、
関
西
三
十
八

『
鎌
倉
三
代
記
』
の
構
想
と
趣
向

二
三



カ
国
の
地
頭
職
を
頼
家
の
弟
千
幡
（
後
に
鎌
倉
三
代
将
軍
実
朝
）
に
譲
与
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
こ
の
決
定
に
不
満
を
持
っ
た
能
員
は
、
同

年
九
月
に
頼
家
が
回
復
す
る
と
時
政
の
専
横
を
訴
え
、
頼
家
も
時
政
追
討
を
能
員
に
命
じ
た
。
こ
の
密
議
を
聞
い
た
北
条
政
子
は
こ
れ
を

父
時
政
に
伝
え
た
。
能
員
は
仏
事
に
か
こ
つ
け
て
時
政
に
誘
い
出
さ
れ
、
天
野
遠
景
、
仁
田
忠
常
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。
比
企
の
一
族
は

一
幡
の
館
に
引
き
籠
っ
た
が
、
政
子
の
命
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
追
討
軍
に
攻
め
ら
れ
、
一
幡
を
は
じ
め
比
企
一
族
は
滅
亡
し
た
。
頼
家
は

母
政
子
の
命
に
よ
り
出
家
さ
せ
ら
れ
、
修
禅
寺
に
幽
閉
さ
れ
、
将
軍
は
実
朝
が
継
承
し
た
。

『
鎌
倉
三
代
記
』
に
お
け
る
海
音
の
独
創
性
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
比
企
氏
の
乱
を
記
し
た
史
書
や
そ
れ
を
題
材
に
し
た
文
芸
作
品

か
ら
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
が
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、『
吾
妻
鑑
』
や
『
北
条
九
代
記
』、
特
に
浄
瑠
璃
で
は
頼
家
を
題
材

と
し
た
作
品
で
は
『
頼
朝
三
代
記
』、『
源
頼
家
鞠
始
』、『
鎌
倉
北
条
九
代
記
』、『
東
鑑
三
代
将
軍
』
な
ど
を
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
長
谷
川
強
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
た
眈
よ
う
に
、『
鎌
倉
三
代
記
』
は
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
浮
世
草
子
『
頼
朝
三
代

鎌
倉
記
』
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
『
鎌
倉
三
代
記
』
に
お
け
る
海
音
の
題
材
意
識
の
問
題
を
含
む
こ
と
に
な
る
の

で
、
そ
れ
ら
の
作
品
か
ら
の
影
響
を
見
る
こ
と
は
措
い
て
お
く
。
ま
ず
、
こ
こ
で
は
『
鎌
倉
三
代
記
』
の
梗
概
を
見
る
と
と
も
に
、『
頼

朝
三
代
鎌
倉
記
』
か
ら
の
影
響
も
見
て
い
き
た
い
。
影
響
が
考
え
ら
れ
る
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
、
典
拠
と
な
っ
た
巻
章
を
示
し
た
が
、

長
谷
川
氏
の
指
摘
通
り
で
は
な
い
。

第
一
、《
口
扇
谷
鎌
倉
御
所
の
段
》
比
企
判
官
能
員
の
娘
若
狭
の
局
、
頼
家
の
寵
愛
を
受
け
、
一
幡
を
産
む
（
巻
一
の
二
）。
比
企
能

員
、
出
羽
国
羽
黒
山
の
山
伏
豪
海
を
目
通
り
さ
せ
、
一
幡
君
二
百
余
歳
ま
で
の
延
命
の
祈
祷
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
朝
比
奈
、
証
拠
が
な

い
と
嘲
う
。
比
企
一
味
の
中
野
五
郎
、
朝
比
奈
に
同
意
と
見
せ
か
け
な
が
ら
も
、
豪
海
の
祈
祷
に
苦
し
む
ふ
り
を
す
る
。
和
田
義
盛
、
朝

比
奈
を
な
だ
め
る
。
比
企
、
義
盛
を
抱
え
込
も
う
と
し
、
娘
浅
茅
を
朝
比
奈
の
嫁
に
と
持
ち
か
け
る
。
義
盛
、
比
企
の
意
を
察
し
縁
組
を

承
知
す
る
（
巻
一
の
三
）。《
中
、
鎌
倉
山
の
段
》
頼
家
の
弟
千
幡
に
対
す
る
比
企
員
家
の
無
礼
な
態
度
。《
切
、
畠
山
重
忠
屋
敷
の
段
》
頼
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家
母
と
千
幡
が
重
忠
に
員
家
の
無
礼
を
告
げ
、
重
忠
は
な
だ
め
る
。
頼
家
母
、
千
幡
の
後
見
を
重
忠
に
頼
む
。
重
忠
、
願
文
を
読
み
上

げ
、
補
佐
を
誓
う
。

第
二
《
口
、
鎌
倉
御
所
の
段
》
頼
家
、
酒
色
に
溺
れ
て
い
る
。
秩
父
六
郎
重
安
、
さ
ら
に
派
手
な
遊
び
を
勧
め
る
。
竜
宮
城
の
遊
び
に

乙
姫
に
浅
茅
を
召
す
こ
と
を
勧
め
、
朝
比
奈
方
に
赴
く
（
巻
二
の
一
、
二
の
三
）。《
中
、
和
田
屋
敷
の
段
》
祝
言
が
済
み
、
朝
比
奈
は
浅
茅

を
避
け
て
逃
げ
回
る
。
浅
茅
は
実
は
都
六
条
の
傾
城
で
あ
り
、
重
安
と
馴
染
み
で
あ
り
会
わ
せ
て
欲
し
い
と
願
う
（
巻
一
の
三
、
一
の

四
）。
重
安
が
上
使
と
し
て
来
、
比
企
の
婿
と
な
っ
た
の
は
呑
込
め
ず
、
忠
心
が
あ
る
な
ら
浅
茅
を
差
し
上
げ
る
べ
し
と
言
う
（
巻
二
の

二
）。
朝
比
奈
得
心
し
、
浅
茅
を
呼
ぶ
。
浅
茅
、
重
安
に
恨
み
を
言
う
（
巻
一
の
四
）。
朝
比
奈
、
重
安
に
浅
茅
を
進
上
と
言
う
。
重
安
、

御
所
に
差
し
上
げ
る
と
言
い
争
う
。
浅
茅
、
両
者
を
止
め
、
自
ら
跡
を
く
ら
ま
し
二
人
の
言
い
分
を
立
て
、
時
を
待
ち
比
企
と
縁
を
切

り
、
重
安
と
夫
婦
と
な
ら
ん
と
去
る
（
巻
三
の
一
）。《
切
、
鎌
倉
御
所
の
段
》
義
盛
、
乗
物
で
朝
比
奈
の
最
愛
を
伴
い
来
る
と
言
う
。
重

忠
も
朝
比
奈
の
妻
を
連
れ
来
た
と
言
う
（
巻
二
の
三
）。
義
盛
、
黒
皮
威
の
鎧
を
示
し
、
朝
比
奈
の
最
愛
と
語
る
（
巻
二
の
四
）。
重
忠
、
頼

朝
が
西
行
に
与
え
た
銀
猫
を
出
し
、
浅
茅
は
実
は
遊
女
で
あ
り
、
遊
女
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
猫
を
献
じ
る
と
言
う
（
巻
二
の
三
）。
両

人
の
諫
言
は
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
近
習
が
二
人
を
取
巻
く
。
朝
比
奈
と
重
安
、
追
い
払
う
。

第
三
《
口
、
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
の
段
》
若
狭
の
局
、
一
幡
君
ら
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
に
参
詣
。
浅
茅
は
鳥
追
い
、
若
狭
の
実
兄
花
垣
伊
織
之
介

は
大
黒
舞
の
姿
で
登
場
。
伊
織
之
介
、
若
狭
の
態
度
に
当
て
言
を
言
う
。
若
狭
、
素
性
が
知
ら
れ
る
を
恐
れ
名
乗
ら
ず
。
伊
織
之
介
、
打

擲
を
受
け
る
（
巻
一
の
二
、
一
の
三
）。《
切
、
鎌
倉
御
所
雪
見
の
亭
の
段
》
若
狭
、
伊
織
之
介
が
重
忠
ら
に
付
き
添
わ
れ
評
定
所
に
入
っ
た

こ
と
を
聞
く
。
浅
茅
は
重
安
に
嫁
入
る
こ
と
が
決
ま
り
、
若
狭
の
素
性
が
知
ら
れ
る
と
の
報
に
若
狭
と
浅
茅
、
自
害
の
覚
悟
。
伊
織
之

介
、
敗
訴
し
由
比
ヶ
浜
に
て
処
刑
さ
れ
る
報
が
入
る
（
巻
四
の
一
、
四
の
二
）。

第
四
《
口
、「
わ
か
さ
の
局
道
行
」》
若
狭
と
浅
茅
、
御
所
を
抜
け
、
由
比
ヶ
浜
へ
の
道
を
た
ど
る
。《
中
、
由
比
ヶ
浜
の
段
》
若
狭
と
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浅
茅
、
伊
織
之
介
の
首
を
求
め
て
来
、
重
忠
の
臣
本
田
を
非
難
。
夫
や
子
の
恥
を
思
い
名
乗
ら
な
か
っ
た
が
、
兄
の
死
を
後
悔
、
弔
わ
ん

と
思
う
。
本
田
、
若
狭
の
真
心
を
知
り
、
櫃
よ
り
伊
織
之
介
を
出
す
。
偽
首
で
あ
っ
た
（
巻
四
の
二
）。
伊
織
之
介
、
豪
海
が
父
を
殺
し
た

た
め
に
敵
討
ち
に
下
っ
た
と
語
る
。
若
狭
、
自
害
。
父
は
比
企
に
殺
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
取
り
上
げ
ら
れ
た
比
企
へ
の
義
理
を
思
い

死
ぬ
（
巻
四
の
三
）。《
切
、「
ま
よ
ひ
の
姿
絵
」
の
段
》
若
狭
の
亡
霊
、
頼
家
を
諌
め
る
。
頼
家
、
悟
り
髻
を
切
る
（
巻
五
の
三
）。

第
五
《
鎌
倉
御
所
の
段
》
頼
家
、
病
床
に
あ
る
。
比
企
と
豪
海
、
頼
家
を
殺
さ
ん
と
す
る
。
朝
比
奈
、
二
人
を
捕
ら
え
る
。
伊
織
之

介
、
豪
海
を
討
つ
。
朝
比
奈
、
比
企
を
討
つ
。

『
鎌
倉
三
代
記
』
が
『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
に
大
き
く
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
が
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
が
、『
頼
朝
三
代

鎌
倉
記
』
の
題
材
意
識
で
あ
る
。
長
谷
川
強
氏
は
「
小
身
者
が
女
色
で
成
上
り
野
心
を
起
す
事
や
、
頼
家
が
妻
に
刺
殺
さ
れ
る
事
等
後
年

実
録
物
で
有
名
な
柳
沢
騒
動
の
事
も
思
わ
れ
る
」
と
い
っ
た
程
度
に
と
ど
め
ら
れ
た
が
、
中
村
幸
彦
氏
は
、『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
が
刊

行
さ
れ
た
当
時
は
「
正
徳
三
年
閏
五
月
六
日
（『
徳
川
禁
令
考
』
に
よ
る
）
に
、
時
事
小
説
や
モ
デ
ル
の
あ
る
戯
曲
の
禁
止
令
が
下
り
た

程
、
政
治
や
社
会
上
の
出
来
事
を
材
と
す
る
作
品
が
出
現
し
た
頃
」
で
あ
り
、
同
書
は
「
鎌
倉
将
軍
頼
家
の
時
代
に
し
て
い
る
が
、
比
々

と
し
て
五
代
将
軍
治
下
の
こ
と
で
、
後
出
す
る
も
の
と
比
較
し
て
、
柳
沢
騒
動
の
実
録
と
同
題
材
な
の
で
あ
る
」「
本
筋
に
も
所
々
、『
か

ん
た
ん
の
枕
』
に
よ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
眇
。
な
お
、『
か
ん
た
ん
の
枕
』
と
は
、『
日
光
か
ん
た
ん
の
枕
』

（
内
題
「
日
光
邯
鄲
之
枕
」）
と
題
す
る
作
品
（
落
書
の
類
か
）
で
あ
り
、
柳
沢
騒
動
を
扱
っ
た
最
も
初
期
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

綱
吉
に
諫
言
し
て
上
州
高
崎
に
貶
さ
れ
た
八
木
主
税
が
、
日
光
廟
に
通
夜
し
て
主
家
の
将
来
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
徳
川
家
康
の
使
者
が

夢
に
現
わ
れ
て
語
る
と
い
う
形
で
、
柳
沢
政
治
を
批
判
攻
撃
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
批
難
の
対
象
は
、
生
類
憐
み
の
令
、
大
銭
の
鋳

造
、
諸
侯
と
の
婚
姻
、
賄
賂
政
治
と
、
当
代
の
事
実
の
外
に
、
吉
保
の
任
地
甲
府
よ
り
駿
府
に
よ
っ
て
乱
を
起
こ
し
、
元
来
武
田
家
の
出

で
あ
る
柳
沢
が
、
武
田
の
仇
敵
徳
川
氏
を
滅
亡
さ
せ
ん
と
し
た
と
誇
張
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
綱
吉
の
薨
後
、
追
腹
を
切
り
も
せ
ぬ
こ
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と
を
難
じ
て
も
い
る
。
中
村
氏
は
『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
に
お
け
る
『
日
光
か
ん
た
ん
の
枕
』
の
影
響
を
具
体
的
に
は
述
べ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
倉
員
正
江
氏
は
、『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
の
諸
要
素
（
漓
比
企
密
か
に
賎
女
を
養
女
と
し
、
頼
家
に
取
り
入
る
べ
く
側
室
に
差
し
出
す
滷
諸

大
名
盛
ん
に
比
企
に
贈
賄
す
澆
比
企
、
祈
祷
の
た
め
法
印
を
頼
家
に
紹
介
、
御
意
に
入
り
法
印
・
比
企
出
頭
す
潺
比
企
、
頼
家
を
自
邸
に
招
き
、
盛
大
に

宴
す
潸
比
企
、
万
民
に
頼
家
を
疎
ま
せ
、
天
下
を
手
中
に
収
め
ん
と
す
澁
狐
様
々
の
怪
を
な
し
、
法
印
祈
祷
す
澀
千
幡
を
調
伏
す
潯
頼
家
の
御
台
所
悪
政

を
憂
い
、
頼
家
を
刺
殺
す
）
が
『
日
光
か
ん
た
ん
の
枕
』
な
ら
び
に
当
時
の
風
聞
を
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
眄
。

『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
が
比
企
氏
の
乱
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
し
て
柳
沢
騒
動
を
描
い
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
典
拠
と
す
る

『
鎌
倉
三
代
記
』
も
や
は
り
同
じ
方
法
で
柳
沢
騒
動
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
倉
員
氏
が
指
摘
さ
れ
た
八
つ
の
要
素
の
う
ち
、
澁
以
外

は
『
鎌
倉
三
代
記
』
で
も
多
少
姿
を
変
え
な
が
ら
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
音
が
柳
沢
騒
動
を
題
材
と
し
た
の
は
、
正
徳
四
年
七

月
眩
に
竹
本
座
で
上
演
さ
れ
た
『
相
模
入
道
千
疋
犬
』
に
対
抗
し
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
重
友
毅
氏
が
述
べ
ら
れ
た
眤
よ

う
に
、『
相
模
入
道
千
疋
犬
』
は
『
太
平
記
』
巻
五
「
相
模
入
道
田
楽
を
弄
ぶ
並
闘
犬
の
事
」
に
仮
託
し
て
、
そ
の
実
は
生
類
憐
れ
み
の

令
を
批
判
し
て
い
る
。
海
音
も
綱
吉
の
治
世
を
批
判
し
よ
う
と
し
た
が
、
生
類
憐
れ
み
の
令
を
題
材
と
し
た
の
で
は
近
松
の
二
番
煎
じ
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
柳
沢
騒
動
を
選
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
海
音
が
『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
に
拠
ら
ず
独
自
に
時
事
的
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
（
当
込
み
の
レ
ベ
ル
で
な
く
）
と
解
釈
さ
れ
る

例
と
し
て
、
畠
山
重
忠
の
言
動
に
注
目
し
た
い
。
第
一
切
で
畠
山
重
忠
は
頼
家
の
母
か
ら
千
幡
を
補
佐
す
る
こ
と
頼
ま
れ
、

ら
う
し
ん

頼
家
公
の
お
わ
か
げ
は
老
臣
共
が
入
か
は
り
。
千
度
も
万
度
も
い
さ
め
を
い
れ
そ
れ
に
も
せ
う
い
ん
な
さ
れ
ず
は
。
お
家
の
た
め
に
は
か
へ
ら
れ
ず

む
た
い

お
し
こ
め

く
は
ん
ち
う
あ
ん
し

か
し
づ
き

か
い

無
体
に
押
込
参
ら
せ
て
此
若
君
を
も
り
そ
だ
て
。
管
仲
晏
子
が
義
を
ま
も
り
鎌
倉
三
代
将
軍
と
。
嘉
祝
申
さ
は
四
海
の
内
な
び
か
ぬ
草
木
は
候
ま
じ
眞

『
鎌
倉
三
代
記
』
の
構
想
と
趣
向

二
七



あ
ま
み
だ
い

ご
し
や
て
い
せ
ん
ま
ん
ぎ
み

は
た
け

と
答
え
る
。
も
っ
と
も
、『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
に
お
い
て
も
「
尼
御
台
は
。
頼
家
鑄
の
御
舎
弟
千
幡
君
と
申
を
。
畠
山
重
忠
に
御
た
の

せ
い
け
ん

み
あ
つ
て
。
め
の
と
ぶ
ん
に
仰
付
ら
れ
。
聖
賢
の
道
を
お
し
へ
さ
せ
」眥
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
文
だ
け
で
あ
り
、
海
音
が
第
一

切
の
場
面
を
設
け
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

た
し
か
に
千
幡
が
後
に
三
代
将
軍
実
朝
と
な
る
こ
と
は
実
際
の
史
実
に
も
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
際
に
畠
山
重
忠
の
後
見
が
あ
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
鎌
倉
三
代
記
』
の
千
幡
を
徳
川
六
代
将
軍
家
宣
と
見
な
せ
ば
、
畠
山
重
忠
は
家
宣
を
綱
吉
の
後
継
者
に
推

し
た
徳
川
光
圀
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
綱
吉
が
五
代
将
軍
を
相
続
し
、
嫡
男
徳
松
を
世
継
に
決
め
よ
う
と
御

三
家
に
沙
汰
し
た
が
、
そ
の
際
に
水
戸
の
光
圀
は

前
甲
府
殿
宰
相
綱

重
公

存
生
に
て
御
座
候
へ
は
、
厳
有
院
殿
の
家
綱
公

御
跡
を
は
御
相
続
有
へ
き
所
に
、
逝
去
ゆ
へ
当
大
樹
公
綱
吉
公
御
家
督
御
相
続
な
さ
れ

候
。
左
候
得
は
、
今
の
甲
府
殿
綱
豊
公
。
綱

重
公
の
御
子
を
御
養
君
に
被
レ

成
、
御
世
続
に
御
定
め
、
徳
松
殿
を
は
又
甲
府
殿
綱
豊
公
の
御
養
君
に
な
さ
れ
候
て
し
か

る
へ
く
候
。
直
に
徳
松
殿
を
御
世
続
に
被
レ

成
候
義
ハ
、
御
尤
と
は
不
レ

被
レ

申
候
眦

と
語
っ
た
こ
と
が
光
圀
の
伝
記
資
料
『
桃
源
遺
事
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
光
圀
自
身
も
水
戸
藩
主
を
相
続
す
る
際
に
兄
弟
関
係
と

い
う
問
題
が
絡
ん
で
お
り
、
同
じ
く
『
桃
源
遺
事
』
に
は

西
山
公
初
而
史
記
の
伯
夷
伝
を
御
よ
み
御
感
有
て
、
御
父
頼
房
鑄
の
御
世
継
に
ハ
御
兄
頼
重
殿
御
た
ち
可
レ

被
レ

成
所
に
西
山
公
御
世
嗣
に
御
た
ち
候

段
、
甚
本
意
な
ら
す
覚
召
候
。
自
レ

是
し
て
御
嫡
家
へ
御
譲
被
レ

成
度
の
御
存
念
お
こ
り
申
候
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
三
田
村
鳶
魚
氏
は
こ
の
二
つ
の
出
来
事
を
「
伯
夷
伝
」
に
よ
っ
て
関
連
付
け
、
光
圀
は
「
綱
吉
将
軍
が
自
分
の
子
供

に
す
ぐ
に
後
を
継
が
せ
る
な
ん
て
い
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
承
知
さ
れ
る
わ
け
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
眛
。『
史
記
』
巻
六
十
一
「
伯

『
鎌
倉
三
代
記
』
の
構
想
と
趣
向

二
八



夷
列
伝
」
に
よ
れ
ば
、
孤
竹
君
が
長
男
の
伯
夷
で
は
な
く
次
男
の
叔
斉
を
世
継
に
立
て
よ
う
と
し
、
伯
夷
も
父
の
遺
言
に
従
っ
た
故
事
が

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
討
と
う
と
し
た
際
に
、
伯
夷
叔
斉
兄
弟
は
臣
が
君
を
殺
す
こ
と
は
仁
に
背
く
と
諌
め

た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
周
の
禄
を
食
む
こ
と
を
恥
じ
て
首
陽
山
で
蕨
を
食
っ
て
餓
死
し
た
故
事
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『
鎌
倉
三
代
記
』
で
は
、
第
二
切
で
畠
山
重
忠
と
和
田
義
盛
が
頼
家
を
諌
め
て
勘
気
を
蒙
り
、
畠
山
と
和
田
に
よ
っ
て
「
三
た
び
い
さ

し
ゆヽ
や
うヽ

ゐ
ひ
ん

つ
り

て
る

め
て
い
れ
ら
れ
ね
は
身
を
し
り
ぞ
く
は
君
子
の
道
。
首
陽
の�

わ�

ら�

び�

に�

世�

を�

し�

の�

ぎ�

渭
浜
に
釣
を
た
の
し
ま
ば
鎌
倉
計
に
日
は
照
ま
い
」

と
伯
夷
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
『
史
記
』
が
伝
え
る
伯
夷
の
故
事
で
は
な
く
、『
漢
書
』
巻
八
十
七
下
「
揚
雄
」
が
記

テ

ム
ナ
シ

テ

サ
カ
ン
ナ
リ

す
「
昔
三
仁
去
而
殷
虚
。
二
老
帰
而
周
熾

」眷
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
海
音
が
中
国
故
事
を
使
用
す
る

際
に
は
漢
籍
そ
の
も
の
か
ら
で
は
な
く
和
製
類
書
を
典
拠
と
し
、
そ
の
一
つ
に
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
刊
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
が
あ
る

テ

ム
ナ
シ

シ
テ

サ
カ
ン
ナ
リ

と
神
谷
勝
広
氏
は
指
摘
さ
れ
た
眸
が
、
や
は
り
同
書
の
巻
之
二
に
は
「
三
仁
去
而
殷
虚

二
老
帰
而
周
熾

」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、

テ

三
仁
去
而
殷
虚
シ
ト
ハ
、
殷
ノ
紂
ガ
臣
下
ニ
微
子
箕
子
比
干
ト
テ
三
人
ノ
仁
者
ア
リ
（
中
略
）
紂
余
リ
ニ
無
道
ニ
シ
テ
暴
虐
ヲ
ス
ル
故
ニ
、
三�

仁�

諫�

ルヽ

シ
テ

ム�

レ�

ド�

モ�

不�
レ

聞�

、
微
子
ハ
諫
ム
レ
ド
モ
、
紂�

聞�

ザ�

ル�

ニ�

依�

テ�

殷�

ツ�

イ�

ニ�

亡�

ン�

コ�

ト�

ヲ�

知�

テ�

他�

国�

ヘ�

去
。（
中
略
）
二
老
帰
而
周
熾
ト
ハ
、
二
老
ハ
伯

ホ
ト
リヽ

カ
クヽ

夷
ト
太
公
望
ト
ナ
リ
。
伯
夷
ハ
（
中
略
）
殷�

ノ�

乱�

ヲ�

避�

テ�

北�

海�

ノ�

浜
ニ�

身�

ヲ�

隠
シ�

テ�

居�

レ�

リ�

。
文
王
ノ
聖
徳
ア
ル
ヲ
聞
テ
出
テ
、
文
王
武
王
二
代
ニ

ホ
ト
リヽ

ツ
リヽ

ノ

仕
フ
。
太
公
望
モ
殷
ノ
紂
ガ
無
道
ナ
ル
ヲ
見
テ
、
渭�

水�

ノ�

浜
ニ�

身�

ヲ�

隠�

シ�

テ�

釣
ヲ�

タ�

レ�

テ�

居�

レ�

リ�

。（
中
略
）
此
二
人
文
王
ニ
帰
服
シ
テ
、
周
熾
ン

ウ
ツ

タ
モ

ニ
ナ
リ
、
武
王
遂
ニ
紂
ヲ
討
テ
天
下
ヲ
有
チ
玉
ヘ
リ
。睇

と
の
解
説
も
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
畠
山
和
田
の
詞
は
こ
れ
に
拠
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
、『
史
記
』
や
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
か
ら
伯
夷
の
伝
記
を
調
べ
た
が
、
次
の
四
点
が
彼
の
人
物
像
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
漓

『
鎌
倉
三
代
記
』
の
構
想
と
趣
向

二
九



父
の
遺
言
に
従
っ
て
弟
の
叔
斉
に
家
督
を
譲
っ
た
こ
と
、
滷
殷
の
紂
王
の
放
埓
か
ら
起
こ
る
乱
を
避
け
た
こ
と
、
澆
周
の
文
王
の
聖
徳
を

慕
っ
て
仕
え
た
こ
と
、
潺
武
王
が
紂
王
を
討
つ
こ
と
は
仁
に
背
く
と
諌
め
た
こ
と
で
あ
る
。

は
く
ゐ

じ
ん

『
鎌
倉
三
代
記
』
第
二
切
に
お
い
て
「
ち
ゝ
ぶ
は
伯
夷
が
仁
を
と
き
」
と
語
ら
れ
る
の
は
漓
滷
澆
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

し
ゆ
や
う

る
。「
首
陽
の
わ
ら
び
に
世
を
し
の
ぎ
」
と
い
う
詞
に
拘
れ
ば
潺
の
意
味
に
な
る
が
、
畠
山
が
比
企
を
諌
め
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ

の
可
能
性
は
無
い
。
妲
己
を
寵
愛
す
る
あ
ま
り
に
「
酒
池
肉
林
」
の
故
事
を
残
す
ほ
ど
酒
色
に
ふ
け
り
政
道
を
顧
み
な
か
っ
た
紂
王
に
頼

家
を
準
え
て
い
る
と
見
れ
ば
滷
の
可
能
性
が
残
る
。
千
幡
が
聖
徳
を
備
え
、
畠
山
が
彼
を
補
佐
す
る
と
誓
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
澆
の
可

能
性
も
残
る
。
そ
し
て
、
澆
に
関
連
し
て
、
将
軍
と
し
て
相
応
し
い
人
物
で
あ
れ
ば
兄
弟
の
序
列
に
関
わ
ら
ず
、
弟
が
世
継
と
な
る
べ
き

と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
な
ら
ば
、
漓
の
可
能
性
も
残
り
、
特
に
漓
に
注
目
す
る
と
、
畠
山
重
忠
の
言
動
は
、『
史
記
』「
伯
夷
列

伝
」
に
傾
倒
し
家
宣
を
綱
吉
の
後
継
者
に
推
し
た
徳
川
光
圀
を
匂
わ
せ
て
い
る
と
解
釈
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
若
狭
の
局
の
自
害
を
中
心
に
見
た
構
想
と
趣
向

前
章
で
『
鎌
倉
三
代
記
』
の
梗
概
を
述
べ
て
そ
の
全
体
像
を
見
た
が
、「
第
一
、
第
二
で
、
頼
家
の
放
縦
、
比
企
一
族
の
横
暴
と
、
そ

れ
を
何
と
か
諫
め
よ
う
と
す
る
和
田
、
畠
山
の
二
重
臣
を
描
き
、
第
三
以
降
で
は
、
比
企
判
官
能
員
が
謀
の
た
め
養
女
に
し
た
、
若
狭
、

浅
茅
を
中
心
に
据
え
、
若
狭
の
兄
花
垣
伊
織
之
介
を
か
ら
ま
せ
て
、
間
接
的
に
比
企
判
官
の
た
く
ら
み
を
暴
い
て
ゆ
く
」
こ
と
が
描
か
れ

て
い
る
と
い
う
視
点
か
ら
、『
鎌
倉
三
代
記
』
の
構
想
に
つ
い
て
「
作
品
全
体
の
中
心
と
な
る
人
物
が
な
く
、
統
一
的
な
緊
張
感
を
欠
く
」

と
い
う
評
価
睚
が
あ
る
。
し
か
し
、
第
三
以
降
の
主
題
を
再
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
評
価
を
見
直
す
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

る
。第

一
・
二
の
主
題
に
つ
い
て
は
再
考
し
な
い
が
、『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
で
も
用
い
ら
れ
た
そ
れ
と
あ
ま
り
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と

『
鎌
倉
三
代
記
』
の
構
想
と
趣
向
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思
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
《
お
家
騒
動
》
の
世
界
睨
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
三
以
降
で
は
比
企
の
謀
を
暴
く
と
同
時
に
伊
織
之
介
若
狭
兄
妹

の
《
敵
討
ち
》
の
趣
向
睫
を
盛
り
込
む
睛
こ
と
に
も
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
特
に
第
四
中
の
若
狭
の
自
害
は
『
鎌
倉
三
代
記
』
の
悲
劇

的
局
面
で
あ
り
、
全
段
の
中
で
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
が
、
若
狭
は
そ
の
理
由
を

き
け

つ
ね
�
�

い
き

な
の
り

聞
は
聞
程
み
づ
か
ら
は
世
に
な
が
ら
へ
ん
や
う
は
な
し
。
判
官
殿
の
常
々
に
。
わ
か
さ
の
誠
の
親
兄
弟
生
て
此
世
に
有
内
は
。
い
つ
か
名
乗
出
べ
き

ほ
う
し

と
心
の
や
す
ま
る
こ
と
な
し
と
。
た
は
ふ
れ
ご
と
に
の
給
ひ
し
が
。
其
が
う
か
い
と
い
ふ
法
師
わ
け
て
こ
ん
し
の
中
な
れ
ば
。
そ
れ
を
頼
て
と
ゝ
様

ま
き
れ

う
た

み
づ
か
ら

ふ
か
う

を
こ
ろ
し
給
ふ
に
紛
な
し
。
討
れ
し
親
も
自
ゆ
へ
。
討
す
る
親
も
自
ゆ
へ
。
今
又
ね
ら
ふ
は
誠
の
兄
。
手
引
を
せ
ぬ
は
不
孝
也
心
を
合
せ
は
是
迄

お
ん

あ
づ
か
り

の
ち

ぎ

り

か
な

の
。
ゑ
い
ぐ
は
の
恩
に
預
し
後
の
親
を
ば
親
と
す
る
。
義
理
に
そ
む
く
が
悲
し
さ
に
。
か
く
こ
そ
思
ひ
定
め
し
ぞ
や
。

と
語
る
よ
う
に
《
敵
討
ち
》
が
重
点
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
が
海
音

の
独
創
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、《
お
家
騒
動
》
の
世
界
に
《
敵
討
ち
》
と
い
う
趣
向
を
盛
り
込
む
た
め
に
、
海
音
は
ど
の
よ
う
に

展
開
さ
せ
て
い
る
の
か
を
若
狭
の
言
動
や
描
写
を
通
し
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ふ
う
ぞ
く

若
狭
は
第
二
口
で
初
め
て
登
場
し
、
彼
女
の
人
物
像
は
「
じ
つ
て
い
つ
く
る
風
俗
の
。
つ
ま
は
づ
れ
さ
へ
や
さ
し
け
れ
」
と
描
か
れ
、

頼
家
や
比
企
能
員
・
員
家
親
子
の
放
埓
を
諌
め
る
様
子
は
「
心
一
ッ
ば
い
理
を
せ
め
て
恥
し
め
る
。
こ
そ
道
理
な
れ
」
と
描
か
れ
る
。
若

狭
は
真
面
目
で
実
直
、
身
の
こ
な
し
が
優
美
、
分
別
を
弁
え
た
女
性
で
あ
る
印
象
が
与
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
第
三
口
で
伊
織
之
介
は
大
黒
舞
の
替
え
歌
で
、
若
狭
が
彼
に
対
し
て
酷
く
あ
た
る
こ
と
を
責
め
る
。
第
二
口
で
描
か
れ
た
人

物
像
と
は
違
っ
た
印
象
を
受
け
る
が
、
若
狭
が
伊
織
之
介
の
妹
を
名
乗
り
出
な
い
こ
と
に
対
す
る
非
難
と
頼
家
・
一
幡
・
比
企
を
庇
お
う

と
す
る
若
狭
の
義
理
と
の
対
立
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
せ
て
展
開
す
る
。
若
狭
は
、「
浅
ま
し
く
見
る
影
も
な
き
な
り
か
た
ち
」
と
な
っ
た

し
そ
ん

伊
織
之
介
の
境
遇
を
「
身
に
も
命
に
も
か
へ
て
く
る
し
う
思
ふ
」
の
だ
が
、「
国
の
た
め
家
の
た
め
又
子
孫
の
た
め
。
三
つ
を
ひ
と
つ
に
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鎌
倉
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記
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ぎ

り

あ
に

い
ぬ

か
ら
め
た
る
せ
つ
な
ひ
義
理
」
の
た
め
に
「
ひ
と
り
の
兄
に
つ
ら
い
共
犬
ち
く
し
や
う
と
い
は
れ
て
も
。
名
の
ら
ぬ
妹
が
心
か
」
と
他
人

事
を
装
い
つ
つ
も
、
伊
織
之
介
に
理
解
を
求
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
も
若
狭
の
鐚
藤
が
強
調
さ
れ
て
描
か
れ
る
。

第
三
切
で
は
、
伊
織
之
介
が
詮
議
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
若
狭
は
伊
織
之
介
の
弁
護
を
す
る
つ
も
り
で
い
る
が
、
そ
の
詮
議
は
若
狭

と
浅
茅
の
素
性
を
糺
す
も
の
で
あ
り
、
若
狭
に
は
為
す
術
な
く
成
り
行
き
を
見
守
る
だ
け
で
あ
る
。
若
狭
は
浅
茅
に
、
大
黒
舞
が
実
の
兄

で
あ
る
こ
と
を
打
ち
明
け
、「
諸
国
の
大
名
小
名
に
わ
か
さ
の
つ
ぼ
ね
と
か
し
づ
か
れ
。
ゑ
い
ぐ
は
を
見
る
は
君
の
恩
」「
も
と
の
根
ざ
し

あ
く

き
づ

は
判
官
の
。
悪
に
も
あ
れ
ぜ
ん
に
も
あ
れ
。
し
ゆ
み
よ
り
た
か
き
恩
ぞ
か
し
」「
一
幡
君
の
一
も
ん
に
大
こ
く
ま
ひ
と
い
は
れ
ん
は
。
疵

あ
る
玉
の
ご
と
く
に
て
お
や
子
の
ひ
か
り
は
き
え
う
せ
ん
」「
親
子
の
ひ
か
り
う
せ
た
ら
ば
判
官
一
家
は
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
ん
」
と
語
り
、
頼

家
と
比
企
へ
の
恩
、
一
幡
と
比
企
一
家
の
将
来
を
案
じ
て
妹
を
名
乗
り
出
な
か
っ
た
こ
と
を
打
ち
明
け
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
「
今

こ
そ
つ
れ
な
く
す
く
る
共
若
君
御
代
を
つ
ぎ
給
は
ゞ
。
心
の
ま
ゝ
に
親
兄
へ
御
か
う
�
�
申
さ
ん
」
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
時
点

で
は
兄
を
救
う
こ
と
も
叶
わ
ず
、「
む
く
ひ
の
来
た
り
し
と
。
思
ひ
出
す
さ
へ
浅
ま
し
」
と
声
を
上
げ
て
泣
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
詮
議

で
、
若
狭
が
比
企
の
実
の
娘
で
は
な
く
、
か
つ
て
は
傾
城
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
か
け
、
若
狭
は
一
幡
と
共
に
自
害
す
る
覚
悟

な
け
き

を
決
め
る
が
、
一
転
し
て
伊
織
之
介
が
騙
り
の
咎
で
処
刑
さ
れ
る
と
の
報
せ
が
入
る
。
若
狭
の
鐚
藤
は
「
命
を
の
ぶ
る
悦
び
の
中
に
歎
を

引
出
す
」
と
語
ら
れ
る
。

若
狭
と
浅
茅
は
、
伊
織
之
介
の
処
刑
が
行
わ
れ
た
由
比
ヶ
浜
に
到
着
し
、
獄
門
を
見
て
「
有
の
ま
ゝ
成
有
こ
と
を
い
ひ
も
ひ
ら
か
で
や

ひ
だ
う

み
�
�
と
。
非
道
の
お
き
て
に
あ
ひ
給
ふ
是
と
い
ふ
の
も
み
づ
か
ら
が
。
名
の
り
て
出
ぬ
あ
や
ま
り
を
百
千
万
の
い
ひ
分
も
。
今
で
は
か

お
ぶ
ね

ひ
も
な
ぎ
さ
こ
ぐ
。
あ
ま
の
小
船
の
こ
が
れ
来
て
せ
め
て
さ
い
ご
の
御
顔
を
お
が
ま
ん
と
こ
そ
思
ひ
し
に
。
は
や
く
も
か
は
る
兄
上
の
。

お
も

御
面
か
げ
」
と
倒
れ
臥
し
て
泣
く
ば
か
り
で
あ
る
。
若
狭
は
そ
こ
へ
や
っ
て
来
た
本
田
次
郎
に
詮
議
の
結
果
に
つ
い
て
批
難
し
、
畠
山
を

か
き

呼
ぶ
よ
う
命
じ
る
。
本
田
は
畠
山
に
替
わ
っ
て
返
答
す
る
と
答
え
、
若
狭
は
「
あ
の
高
札
に
わ
か
さ
の
つ
ぼ
ね
が
兄
い
お
り
の
介
と
書
付
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た
し
か

か
の
も
の

た
ゞ
し

し
は
。
慥
な
せ
う
こ
有
な
ら
ん
。
し
か
る
う
へ
に
は
彼
者
を
上
を
い
つ
は
り
か
す
め
し
と
て
。
な
ぜ
け
い
ば
つ
に
は
お
こ
な
ふ
た
ぞ
。
但

ひ

り
ほ
う
け
ん

い
つ
は
り
も
の
な
ら
ば
わ
か
さ
の
兄
と
は
な
ぜ
か
い
た
ぞ
」
と
問
う
。
そ
れ
に
対
し
本
田
は
「
非
理
法
権
」
の
「
権
」
を
政
道
に
用
い
た

お

と
答
え
る
。
な
お
、
た
と
え
ば
仮
名
草
子
『
尤
之
双
紙
』（
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
初
版
刊
か
）
下
廿
七
「
押
さ
る
ゝ
物
の
し
な
じ
な
」
に

ひ

〈
り
〉

〈
り
〉

〈
は
っ
と
〉

〈
は
っ
と
〉

け
ん

け
ん

〈
て
ん
た
う
〉

は
「
非
は
も
と
よ
り
理
に
お
さ
る
。
理
は
法
度
に
お
さ
る
ゝ
。
法
度
も
時
の
権
に
お
さ
る
。
権
は
天
道
に
お
さ
る
ゝ
」睥
と
記
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、『
西
鶴
織
留
』
巻
六
ノ
四
に
よ
れ
ば
、
楠
正
成
は
旗
指
物
に
「
非
理
法
権
天
」
と
書
き
記
し
て
い
た
。『
鎌
倉
三
代
記
』
の
こ

の
場
で
言
わ
れ
る
「
権
」
と
は
「
り
ひ
ぜ
ん
あ
く
も
か
へ
り
見
ず
。
法
も
む
ほ
う
も
わ
き
ま
へ
」
な
い
比
企
能
員
で
あ
り
、
伊
織
之
介
が

ほ
う

若
狭
の
兄
で
あ
る
こ
と
は
「
理
も
有
法
も
そ
む
か
」
な
い
こ
と
だ
が
、「
け
ん
ゐ
に
は
又
お
さ
る
ゝ
」
た
め
に
刑
に
処
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
答
え
る
。

さ
ら
に
本
田
は
「
い
け
る
時
に
は
ぶ
れ
い
を
し
物
を
も
い
は
ぬ
し
に
首
に
。
ぐ
ど
�
�
と
し
た
い
ひ
わ
け
は
心
得
が
た
し
」
と
嘲
笑

う
。
若
狭
は
妹
で
あ
る
こ
と
を
名
乗
る
こ
と
は
頼
家
・
一
幡
・
比
企
の
恥
辱
で
あ
り
、
名
乗
ら
ぬ
こ
と
は
「
い
お
り
殿
。
只
一
人
の
ち
じ

よ
く
」
と
し
て
済
む
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
が
「
い
と
か
ろ
�
�
し
き
れ
う
け
ん
」
で
あ
っ
た
と
後
悔
す
る
。
そ
し
て
、「
兄
う
へ

く
び

の
。
身
を
ほ
ろ
ぼ
せ
し
く
や
し
さ
の
い
ひ
わ
け
」
を
し
、「
御
首
を
。
け
ふ
り
に
な
し
て
な
き
跡
を
。
と
ふ
ら
」
う
意
思
を
語
る
。
守
り

刀
を
手
に
し
て
詰
め
寄
る
若
狭
と
浅
茅
の
心
底
を
知
っ
た
本
田
は
、
実
は
生
き
て
い
た
伊
織
之
介
を
若
狭
に
会
わ
せ
る
。
伊
織
之
介
は
若

狭
の
心
底
を
知
っ
て
満
足
し
、
鎌
倉
へ
下
っ
た
本
当
の
目
的
を
語
る
。
そ
れ
は
兄
妹
の
父
親
玄
藩
を
殺
し
た
豪
海
を
討
つ
た
め
で
あ
っ

た
。
突
然
若
狭
は
自
ら
の
胸
元
を
守
り
刀
で
突
き
刺
し
、
伊
織
之
介
に
そ
の
理
由
を
問
わ
れ
る
が
、
先
に
も
見
た
通
り
、
敵
討
ち
の
手
引

お
ん

を
し
な
い
こ
と
は
実
の
親
に
対
し
て
不
孝
と
な
る
が
、
伊
織
之
介
と
心
を
合
せ
て
比
企
を
討
つ
と
な
る
と
「
是
迄
の
。
ゑ
い
ぐ
は
の
恩
に

あ
づ
か
り

の
ち

ぎ
り

預
し
後
の
親
を
ば
親
と
す
る
。
義
理
に
そ
む
く
」
こ
と
に
も
な
り
、
若
狭
は
鐚
藤
の
末
に
自
害
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
若
狭
の
言
動
を
詳
し
く
見
て
き
た
が
、
若
狭
が
伊
織
之
介
の
妹
で
あ
る
こ
と
を
名
乗
り
出
ず
、
伊
織
之
介
が
窮
地
に
立
た
さ

『
鎌
倉
三
代
記
』
の
構
想
と
趣
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れ
る
こ
と
に
若
狭
は
心
を
痛
め
な
が
ら
も
比
企
に
対
す
る
義
理
を
守
ろ
う
と
す
る
鐚
藤
こ
そ
が
、
第
三
以
降
の
主
題
と
し
て
観
客
に
強
く

印
象
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
観
る
こ
と
は
海
音
の
狙
い
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
伊
織
之
介
が
処
刑
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
予
想
外
の
展
開
に
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
こ
そ
が
海
音
の
本
当
の
狙
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
予
想
外
の
展
開
は
さ
ら
に

続
き
、
伊
織
之
介
が
父
の
敵
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
を
語
り
、
そ
れ
を
知
っ
た
若
狭
が
自
害
す
る
新
し
い
状
況
が
発
生
す
る
。
そ
の
よ
う
に

か
な

考
え
る
と
、
第
三
口
で
伊
織
之
介
が
「
き
ら
は
ゞ
兄
に
は
成
ま
い
が
た
つ
た
一
言
人
し
れ
ず
。
と
は
で
叶
は
ぬ
事
有
て
か
た
ち
を
や
つ
し

う
ら
み

な
り
を
か
へ
。
や
う
�
�
め
ぐ
り
あ
ひ
た
る
ぞ
」
と
語
っ
た
こ
と
、
第
三
切
で
若
狭
が
「
見
す
て
ゝ
帰
る
恨
と
い
ひ
打
た
ゝ
か
れ
る
無
念

う
ら
み

さ
に
。
そ
に
ん
に
出
さ
せ
給
ふ
事
恨
と
さ
ら
に
思
は
れ
ず
」
と
語
っ
た
こ
と
は
、
伊
織
之
介
が
窮
地
に
立
た
さ
れ
る
以
外
の
主
題
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
の
伏
線
で
あ
っ
た
と
思
い
返
さ
れ
る
。

土
田
衞
氏
は
、『
傾
城
三
度
笠
』
を
は
じ
め
と
す
る
海
音
の
世
話
浄
瑠
璃
の
手
法
に
つ
い
て
「
主
筋
の
展
開
が
脇
役
の
言
動
一
つ
で
ど

う
変
化
す
る
か
わ
か
ら
な
い
興
味
、
主
人
公
が
外
的
状
況
の
中
で
翻
弄
さ
れ
て
ゆ
く
事
件
の
展
開
へ
の
関
心
、
こ
れ
ら
が
観
客
の
楽
し
み

で
あ
り
、
海
音
の
狙
い
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
睿
が
、
そ
れ
は
世
話
浄
瑠
璃
に
限
ら
ず
『
鎌
倉
三
代
記
』
に
お
け
る
若
狭
の
自
害
ま

で
の
展
開
（
主
筋
の
展
開
で
は
な
い
が
）
に
も
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
強
く
述
べ
た
い
の
が
、《
敵
討
ち
》
と
い
う

趣
向
が
単
な
る
目
先
の
変
化
で
は
な
く
、《
お
家
騒
動
》
と
い
う
世
界
に
収
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
伊
織
之
介
若
狭
兄
妹
の
父
の

敵
は
豪
海
だ
が
、
そ
の
背
後
に
は
比
企
能
員
が
お
り
、
比
企
一
味
を
討
つ
こ
と
は
、
父
の
敵
を
討
つ
こ
と
の
み
な
ら
ず
《
お
家
騒
動
》
の

元
凶
を
う
つ
こ
と
で
も
あ
る
。

『
鎌
倉
三
代
記
』
全
段
が
《
お
家
騒
動
》
と
い
う
主
題
だ
け
で
貫
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
た
し
か
に
統
一
的
で
な
い
と
い
う

印
象
を
受
け
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
し
か
し
、《
お
家
騒
動
》
に
《
敵
討
ち
》
を
盛
り
込
み
、
ダ
ブ
ル
プ
ロ
ッ
ト
に
発
展
さ
せ
、
ま
た
そ

の
二
つ
が
収
束
す
る
と
い
う
筋
展
開
（
そ
こ
に
は
謎
解
き
の
感
興
が
大
い
に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
を
考
え
る
と
、
祐
田
善
雄
氏
の
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鎌
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述
べ
ら
れ
た
「
技
巧
的
手
段
に
よ
る
構
想
の
変
化
を
以
て
、
義
理
を
中
心
に
場
面
の
展
開
を
試
み
よ
う
と
し
た
」
海
音
の
手
法
が
理
解
出

来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
お
わ
り
に

き
て
ん
は
つ
め
い

を
と

け

う

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
『
竹
豊
故
事
』
が
海
音
を
「
機
転
発
明
の
作
意
劣
ら
ぬ
所
も
有
、
又
ハ
希
有
の
趣
向
等

も
出
さ
る
ゝ
故
大
当
り
を
取
ら
る
ゝ
」
と
評
し
た
こ
と
を
根
底
に
し
て
、『
鎌
倉
三
代
記
』
に
お
け
る
海
音
の
作
劇
手
法
を
詳
し
く
見
、

流
行
の
理
由
を
探
ろ
う
と
し
た
。

し
か
し
、『
鎌
倉
三
代
記
』
流
行
の
理
由
に
は
作
品
が
優
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
上
演
さ
れ
た
当
時
の
興
行
界
の
動

向
と
そ
れ
に
対
す
る
観
客
の
関
心
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
ま
ず
、
第
一
に
若
太
夫
が
上
野
少
掾
を
受
領
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
豊

竹
座
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
次
に
、
竹
本
座
で
は
正
徳
五
年
十
一
月
か
ら
『
国
性
爺
合
戦
』
が
上
演
さ
れ
、
大
い

に
流
行
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
た
い
。『
今
昔
操
年
代
記
』
は
そ
の
様
子
を

さ
う
ぞ
く
い
か
ゞ

も
ん
て
い

ほ
か

と
ん
ち
は
つ
め
い

こ
く
せ
ん
や
か
つ
せ
ん

ら
う
こ
う

筑
後
芝
居
相
続
如
何
と
町
中
門
弟
お
も
ひ
の
外
。
竹
田
出
雲
頓
知
発
明
よ
り
。
国
仙
爺
合
戯
と
い
ふ
浄
る
り
の
お
も
ひ
付
。
門
左
衛
門
老
功
の
一

ち
か
ら
こ
ぶ

か
き

ひ
つ
せ
い

作
。
力
瘤
を
出
し
。
文
句
の
は
だ
へ
う
る
ハ
し
く
書
ま
ハ
し
た
る
筆
勢
。
お
も
し
ろ
く
浄
る
り
ハ
竹
本
政
太
夫
。
竹
本
頼
母
。
豊
竹
万
太
夫
右
三
人

わ
げ

ミ
ち

し
よ
に
ん

に
て
あ
し
か
け
三
年
持
こ
た
へ
。
見
物
か
ら
子
髷
の
道
行
口
ま
ね
せ
ぬ
人
な
し
。
筑
後
掾
存
命
の
比
あ
や
つ
り
上
る
り
し
か
�
�
な
か
り
し
が
。
諸
人

か

ぶ

き

さ
く
し
や

し
ゆ
か
う

に
ん
き
や
う

歌
舞
妓
芝
居
よ
り
お
も
し
ろ
き
と
も
て
は
や
し
。
次
第
�
�
に
は
ん
じ
や
う
す
る
事
。
第
一
作
者
の
趣
興
。
人
形
い
し
や
う
。
道
具
ま
で
花
や
か
に

び

か

ぶ

き

ひ
や
う
ば
ん

ミ
丶

こ
し
ら
へ
。
手
を
つ
く
し
美
を
つ
く
せ
バ
。
歌
舞
妓
ハ
外
に
成
て
。
浄
る
り
の
評
判
は
し
�
�
つ
ぢ
�
�
。
耳
か
し
ま
し
く
お
も
ひ
参
ら
せ
候

と
伝
え
る
（『
国
性
爺
合
戦
』
の
流
行
も
当
時
の
興
行
界
の
動
向
、
す
な
わ
ち
筑
後
掾
の
後
継
者
問
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
で

『
鎌
倉
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考
え
た
い
）。
竹
本
豊
竹
の
東
西
両
座
が
互
い
に
競
い
合
い
、
作
品
や
演
出
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
形
浄
瑠
璃
が
発
展
・

繁
栄
し
た
こ
と
は
『
竹
豊
故
事
』
が

ま
け

ま
さ

た
か

は
げ

ま
す
�
�

し
ゆ

竹
本

豊
竹
両
座
と
成
て
よ
り
、
東
ハ
西
に
負
ま
じ
、
西
ハ
東
ニ
勝
ら
ん
と
、
互
ひ
に
励
ミ
出
来
、
益
�
芝
居
繁
栄
し
、
浄
瑠
璃
の
作
者
ハ
種
�

た
く

だ
う
ぐ
た
て

お
し

ふ
す
ま

ぶ
た
い

か
ゝ
や

す

き

や

か
ゝ

す
い

ち

へ

そ
こ

ふ
る

様
�
の
趣
向
を
工
ミ
出
し
、
道
具
建
に
も
金
銀
を
惜
ま
す
、
金
襖
に
て
舞
台
を
暉
か
し
、
或
ハ
数
奇
屋
懸
り
の
�
成
思
ひ
付
に
智
恵
袋
の
底
を
振

い
し
や
う

ち
り
め
ん

と
ん
す

し
ゆ
す

き
ん
ら
ん

び
れ
い

つ
く

つ
め

か
い
し
や
く

ひ
、
人
形
の
衣
裳
に
ハ
縮
緬
・
緞
子
・
繻
子
・
金
襴
等
に
て
美
麗
を
尽
し
、
詰
人
形
の
外
ハ
皆
�
足
付
と
成
、
出
遣
ひ
の
外
ハ
介
錯
・
足
遣
ひ
・
立

し
よ
さ

ま
さ

あ
つ
は
れ

し
か

（
ば
か
り
）

か
く

懸
り
、
歌
舞
妓
役
者
の
所
作
よ
り
増
り
て
天
晴
見
物
事
也
。
併
し
西
か
東
か
一
座
斗
ニ
て
ハ
斯
繁
昌
も
せ
ま
じ

と
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
国
性
爺
合
戦
』
と
『
鎌
倉
三
代
記
』
が
同
時
期
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
道
筋
を
付
け
る
の
に

大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
、『
鎌
倉
三
代
記
』
は
人
形
浄
瑠
璃
史
に
も
意
義
が
認
め
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。

註
盧
『
外
題
年
鑑
』（
宝
暦
版
）
で
は
享
保
三
年
正
月
二
日
を
初
日
と
し
、『
紀
海
音
全
集
』
第
四
巻
の
解
題
で
も
そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、『
義
太
夫
年
表

近
世
篇
』
第
一
巻
で
は
、『
鸚
鵡
籠
中
記
』
に
豊
竹
若
太
夫
が
上
野
少
掾
を
正
徳
五
年
秋
に
受
領
し
た
と
記
さ
れ
て
い

く
せ
ん

う
け

る
こ
と
と
、『
今
昔
操
年
代
記
』
に
「
上
野
少
掾
藤
原
重
勝
と
口
宣
を
請
つ
ぎ
。
其�

明�

鎌
倉
三
代
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
る
と
、

そ
の
上
演
時
期
は
享
保
元
年
正
月
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
義
太
夫
年
表
』
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

盪
『
今
昔
操
年
代
記
』
の
本
文
引
用
は
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
七
巻
人
形
浄
瑠
璃
（
三
一
書
房
、
一
九
七
五
年
十
月
）

に
よ
る
。

蘯
「
紀
海
音
の
著
作
年
代
考
証
と
そ
の
作
品
傾
向
（
下
）」（『
国
語
・
国
文
』
第
六
巻
第
八
号
、
一
九
三
六
年
八
月
）

盻
『
竹
豊
故
事
』
の
本
文
引
用
は
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
七
巻
人
形
浄
瑠
璃
（
三
一
書
房
、
一
九
七
五
年
十
月
）
に

よ
る
。

眈
「
紀
海
音
の
浄
瑠
璃
に
及
ぼ
し
た
る
八
文
字
屋
本
の
影
響
│
│
「
鎌
倉
三
代
記
」「
傾
城
無
間
鐘
」
に
つ
い
て
│
│
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
三
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鎌
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八
巻
第
九
号
、
一
九
六
一
年
九
月
）。
な
お
、
長
谷
川
氏
は
『
鎌
倉
三
代
記
』
の
上
演
を
享
保
三
年
正
月
二
日
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
註
盧
で

示
し
た
よ
う
に
筆
者
は
享
保
元
年
上
演
説
を
採
る
が
、
そ
れ
で
も
『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
と
『
鎌
倉
三
代
記
』
の
影
響
関
係
が
変
る
こ
と
は
な

い
。

眇
「
柳
沢
騒
動
実
録
の
転
化
」（『
語
文
研
究
』
第
二
十
六
号
、
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
六
八
年
十
月
）

眄
「
正
徳
期
の
浮
世
草
子
と
時
事
雑
説
│
│
「
柳
沢
騒
動
物
」
の
展
開
を
中
心
に
│
│
」（『
近
世
文
芸
』
第
五
七
号
、
日
本
近
世
文
学
会
、
一
九
九

三
年
一
月
）

眩

内
山
美
樹
子
氏
「「
弘
鐫
殿
鵜
羽
産
家
」
の
背
景
、
い
わ
ゆ
る
「
正
徳
の
治
」」（『
浄
瑠
璃
史
の
十
八
世
紀
』、
勉
誠
社
、
一
九
八
九
年
十
月
）

に
お
け
る
上
演
時
期
考
証
に
よ
る
。

眤
「
近
松
の
政
治
批
判
│
│
『
相
模
入
道
千
疋
犬
』
を
中
心
に
│
│
」（『
近
世
文
学
史
の
諸
問
題
』、
明
治
書
院
、
一
九
六
三
年
十
二
月
）

眞
『
鎌
倉
三
代
記
』
の
本
文
引
用
は
『
紀
海
音
全
集
』
第
四
巻
（
清
文
堂
、
一
九
七
九
年
十
二
月
）
に
よ
る
が
、
節
章
は
省
略
し
た
。
以
下
同
。

眥
『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
の
本
文
引
用
は
『
八
文
字
屋
本
全
集
』
第
三
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
七
月
）
に
よ
る
。

眦
『
桃
源
遺
事
』
の
本
文
引
用
は
『
徳
川
光
圀

関
係
史
料
水
戸
義
公
伝
記
逸
話
集
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
七
月
）
に
よ
る
。

眛
「
黄
門
様
の
八
つ
あ
た
り
」（『
三
田
村
鳶
魚
全
集
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
三
月
）。
初
出
は
江
戸
叢
書
『
御
家
騒
動
』（
早
稲

田
大
学
出
版
部
、
一
九
三
三
年
十
一
月
）。

眷
『
漢
書
』
の
本
文
引
用
は
『
和
刻
本
正
史

漢
書
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
三
年
八
月
）
に
よ
る
。

眸
「
紀
海
音
と
中
国
故
事
│
│
媒
体
に
注
目
し
て
│
│
」（『
日
本
文
学
』
第
四
十
二
巻
第
十
二
号
、
日
本
文
学
協
会
、
一
九
九
三
年
十
二
月
）。
な

じ
ん
さ
つ

い
ん

は
ん
そ
う

そ

ほ
ろ

お
、
神
谷
氏
は
『
鎌
倉
三
代
記
』
第
二
切
の
「
三
仁
去
て
殷
む
な
し
く
。
茫
増
死
し
て
楚
は
亡
び
し
」
の
詞
が
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
に
よ
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

睇
『
訓
蒙
故
事
要
言
』
の
本
文
引
用
は
江
戸
怪
異
綺
想
文
芸
大
系
３
『
和
製
類
書
集
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）
に
よ
る
。

睚
『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
』〈
２
〉
紀
海
音
篇
（
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
、
一
九
八
二
年
三
月
）

睨
『
世
界
綱
目
』
で
は
「
歌
舞
妓
時
代
狂
言
世
界
之
部
」
に
「
頼
家
治
世
」
を
挙
げ
、
ま
た
「
歌
舞
妓
御
家
狂
言
世
界
之
部
」
も
設
け
て
い
る
。

『
鎌
倉
三
代
記
』
は
「
頼
家
治
世
」
で
あ
り
、「
御
家
狂
言
」
で
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
後
者
を
優
先
し
た
。

睫
《
敵
討
ち
》
の
趣
向
を
指
摘
さ
れ
た
の
は
冨
田
康
之
氏
「
海
音
の
趣
向
の
整
理
」（『
海
音
と
近
松
│
│
そ
の
表
現
と
趣
向
│
│
』、
北
海
道
大
学

『
鎌
倉
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構
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図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
で
あ
る
が
、
冨
田
氏
は
「
趣
向
」
と
い
う
用
語
を
「
作
者
の
仕
組
ん
だ
類
型
的
な
素
材
・
構
想
と
い
う
広たつ

い
範
囲
を
含
め
た
意
味
」
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
筆
者
は
「
趣
向
」
な
ら
び
に
「
世
界
」
と
い
う
用
語
を
『
戯
財
録
』
が
「
大
筋
を
立

る
に
、
世
界
も
仕
ふ
る
し
た
る
ゆ
へ
、
あ
り
来
り
の
世
界
に
て
は
、
狂
言
に
働
き
な
し
。
筋
を
組
て
立
る
故
、
竪
筋
・
横
筋
と
云
。（
中
略
）

お
お
ぎ
り

あ
た

竪
筋
は
世
界
、
横
筋
は
趣
向
に
成
。
竪
は
序
な
り
、
大
切
ま
で
筋
を
合
せ
ど
も
働
な
し
。
横
は
中
程
よ
り
持
出
し
て
も
働
き
と
成
て
狂
言
を
新

し
く

ら
敷
見
せ
る
、
大
事
の
眼
目
な
り
」
と
述
べ
る
の
に
基
づ
い
た
認
識
で
用
い
た
。

睛
『
世
界
綱
目
』
に
は
「
御
家
狂
言
之
内
敵
討
之
部
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
例
と
し
て
「
義
士
伝
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、『
鎌
倉
三
代

記
』
の
よ
う
に
《
お
家
騒
動
》
に
《
敵
討
ち
》
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
世
界
の
名
称
は
用
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
浦
山
政

雄
氏
「
綯
交
ぜ
と
世
界
」（『
芸
能
と
科
学
』
５
芸
能
論
考
蠡
、
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
一
月
）
に
よ
る
と
、「
綯
交
ぜ
」
と
い
う
用
語
は
二
つ

以
上
の
世
界
の
混
在
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。《
敵
討
ち
》
自
身
も
世
界
と
な
り
得
る
が
、
そ
れ
は
実
在
の
事
件
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
、『
鎌
倉
三
代
記
』
の
場
合
に
は
「
綯
交
ぜ
」
と
は
言
え
な
い
。

睥
『
尤
之
双
紙
』
の
本
文
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
７４
『
仮
名
草
子
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
二
月
）
に
よ
る
。

睿

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
浄
瑠
璃
集
』
解
説
（
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
七
月
）

（
い
し
だ

け
ん
じ
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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